
JP 2010-267453 A 2010.11.25

10

(57)【要約】
【課題】相手コネクタを受け入れる嵌合口の周囲の広い
範囲で発光する発光電気コネクタを提供することを課題
とする。
【解決手段】相手コネクタを受け入れる嵌合口１４が前
方に開口して形成され該嵌合口１４の軸線方向で嵌合さ
れる相手コネクタに設けられた相手端子と接続される端
子１２，１３を備えたコネクタ本体１０と、該コネクタ
本体１０の外周に配置された透光部材２０とを有し、該
透光部材２０の入光面２６Ａから入光される光を該透光
部材２０の反射面２５で反射させて該透光部材の発光面
で発光させることとする発光電気コネクタにおいて、発
光面は相手コネクタとの嵌合側となる前面２２Ａに形成
され、反射面は上記嵌合口の軸線まわりの周方向と軸線
方向前方に反射させる面として形成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手コネクタを受け入れる嵌合口が前方に開口して形成され該嵌合口の軸線方向で嵌合
される相手コネクタに設けられた相手端子と接続される端子を備えたコネクタ本体と、該
コネクタ本体の外周に配置された透光部材とを有し、該透光部材の入光面から入光される
光を該透光部材の反射面で反射させて該透光部材の発光面で発光させることとする発光電
気コネクタにおいて、発光面は相手コネクタとの嵌合側となる前面に形成され、反射面は
上記嵌合口の軸線まわりの周方向と軸線方向前方に反射させる面として形成されているこ
とを特徴とする発光電気コネクタ。
【請求項２】
　発光面は嵌合口の軸線に対して直角な面をなし、嵌合口の全周にわたり形成されている
こととする請求項１に記載の発光電気コネクタ。
【請求項３】
　反射面は周方向反射面と軸線方向反射面とに区分されていて、周方向反射面が透光部材
の外周面に、軸線方向反射面が透光部材の後面に位置していることとする請求項１に記載
の発光電気コネクタ。
【請求項４】
　周方向反射面は、軸線に対して直角な面での断面形状が、入光面の位置から周方向先方
に向けて軸線を中心としての曲率半径を次第に小さくする曲線もしくは中心からの距離を
次第に小さくする多角形の一部で形成されていることとする請求項３に記載の発光電気コ
ネクタ。
【請求項５】
　軸線方向反射面として形成された透光部材の後面は、入光面側から周方向先方に向けて
前面との距離を次第に小さくしていることとする請求項３に記載の発光電気コネクタ。
【請求項６】
　発光面はシボ加工が施されていることとする請求項１又は請求項２に記載の発光電気コ
ネクタ。
【請求項７】
　コネクタ本体は、発光体が接続されている回路基板上へ取り付けられる取付面を有し、
透光部材の入光面が該回路基板の面と対面する位置に形成されていることとする請求項１
に記載の発光電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のコネクタとしては特許文献１に開示されているコネクタが知られている。
【０００３】
　特許文献１はプラグコネクタを開示しており、このプラグコネクタは、前端側で相手コ
ネクタに嵌合されるプラグ本体の後端側にケーブルが接続されており、該プラグ本体とケ
ーブルとは筒状の外ケースにより連結されそして保護されている。該外ケースの内側には
、上記プラグ本体の後端から後方に延びる透光性の発光筒が配設されていてその後端が上
記外ケースから突出している。
【０００４】
　上記外ケース内にあって発光筒の前端位置に、半径方向にひろがる基板が設けられてい
て、該基板には、複数の発光素子が周方向に分布して配置されている。該発光素子は、基
板上の抵抗素子に接続されていて、該抵抗素子を介してケーブルから電力を受けて発光す
る。光は上記発光筒内を透光し、該発光筒の後端面に形成された発光面で乱反射して、発
光状態を視認できる。
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【０００５】
　このような発光電気コネクタは、ケーブルが電源に接続されていれば、上記発光面での
発光をたよりに、暗所での電源印加状態の確認や、プラグの位置の確認を容易に行なうこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１８５８５３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１のプラグにあっては、プラグのほぼ全周にわたり発光面で発光させるために
、発光素子を周方向の複数位置に分布させて配置して、発光筒へ入光せしめている。また
、暗所におけるプラグそのものの存在位置を見つけるだけのためならば、発光素子を周方
向に分布して配置することなく、発光素子を一個として発光面では周方向の一部分で発光
することとしても十分かも知れない。しかし、相手コネクタを接続させるときに、プラグ
コネクタの存在位置のみならず、その中心位置、すなわち嵌合位置まで視認するには、周
方向の広い範囲で発光していることが望ましい。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑み、特許文献１のように発光素子を複数用いなくとも、
一位置からの入光でも、発光面では周方向の広い範囲で発光することのできる発光電気コ
ネクタを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る発光電気コネクタは、相手コネクタを受け入れる嵌合口が前方に開口して
形成され該嵌合口の軸線方向で嵌合される相手コネクタに設けられた相手端子と接続され
る端子を備えたコネクタ本体と、該コネクタ本体の外周に配置された透光部材とを有し、
該透光部材の入光面から入光される光を該透光部材の反射面で反射させて該透光部材の発
光面で発光させる。
【００１０】
　かかる発光電気コネクタにおいて、本発明では、発光面は相手コネクタとの嵌合側とな
る前面に形成され、反射面は上記嵌合口の軸線まわりの周方向と軸線方向前方に反射させ
る面として形成されていることを特徴としている。
【００１１】
　このような構成の本発明の発光電気コネクタでは、入光面から入光された光は、反射面
にて軸線まわりの周方向と軸線方向に反射されて、発光面に到達しここで発光する。した
がって、発光部材の前面に形成された発光面は、嵌合口まわりの周方向での広い範囲で発
光し、たとえ暗所であっても、嵌合口の位置のみならず、その中心位置、すなわち嵌合位
置まで十分に確認でき、相手コネクタの上記嵌合口への嵌合を容易とする。
【００１２】
　本発明において、発光面は嵌合口の軸線に対して直角な面をなし、嵌合口の全周にわた
り形成されているようにすることができる。しかし、使用形態によっては、嵌合口の位置
を目視確認する際の目視方向が上記軸線に対して傾斜する方向のときは、発光面はこの目
視方向に対して直角あるいは直角に近づくように軸線に対しての角度をもつようにしても
よい。
【００１３】
　本発明において、反射面は周方向反射面と軸線方向反射面とに区分されていて、周方向
反射面が透光部材の外周面に、軸線方向反射面が透光部材の後面に位置しているようにす
ることができる。このように周方向反射面と軸線方向反射面を区分して形成する方が、周
方向と軸線方向の両方向に同時に反射するような反射面よりも、透光部材の製作が容易に
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なされる。
【００１４】
　本発明において、周方向反射面は、軸線に対して直角な面での断面形状が、入光面の位
置から周方向先方に向けて軸線を中心としての曲率半径を次第に小さくする曲線もしくは
中心からの距離を次第に小さくする多角形の一部で形成されているようにすることができ
る。多角形の一部として周方向反射面を形成した方が形状決定そして製作が容易である。
そして、軸線方向反射面として形成された透光部材の後面は、入光面側から周方向先方に
向けて前面との距離を次第に小さくしていることが好ましい。入光をできるだけ無駄なく
先方へ全反射させるには、反射における臨界角の関係によって、周方向反射面の曲率半径
そして軸線方向反射面の前面までの距離とを、先方に向け小さくするのが良い。
【００１５】
　本発明において、発光面はシボ加工が施されていることが好ましい。発光面がシボ加工
されていると、光は発光面で乱反射や乱屈折し、透光部材の前面の広範囲な角度で透過し
、目視がきわめて楽になる。
【００１６】
　本発明において、コネクタ本体は、発光体が接続されている回路基板上へ取り付けられ
る取付面を有し、透光部材の入光面が該回路基板の面と対面する位置に形成されているよ
うにすることができ、この場合、回路基板上の発光体からの光が上記入光面へ入射する。
また、これに代えて発光体をコネクタ、例えば透光部材やコネクタ本体に内蔵させること
も可能である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、以上のように、コネクタ本体の外周に配置された透光部材が、軸線まわりの
周方向と軸線方向前方に反射する反射面を有しているので、該透光部材への入光が周方向
の一箇所でなされても、光は透光部材内で周方向に反射されかつ軸線方向前方へ反射され
て発光面に到達し、周方向の広い範囲で発光し、暗所であっても、コネクタの存在位置の
みならず、その嵌合位置までも比較的正確に視認できる。入光が周方向の一箇所でも良い
ので、コネクタ自体に発光体を有せずに、コネクタの取付対象、例えば、回路基板に発光
体が設けられている場合に、該コネクタの入光面がこの発光体の上の位置に取り付けるだ
けですむので、きわめて使い勝手が良い。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態としての発光電気コネクタの外観を示す斜視図である。
【図２】図１のコネクタを示し、（Ａ）は前方から見た正面図、（Ｂ）は側面図である。
【図３】図１のコネクタを、コネクタ本体と透光部材が分離した状態で示す斜視図である
。
【図４】図３の透光部材を後方から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付図面にもとづき、本発明の一実施形態を説明する。
【００２０】
　図１において、本実施形態の発光電気コネクタ１は、コネクタ本体１０と透光部材２０
とを有している。
【００２１】
　コネクタ本体１０は、実施形態では、丸形コネクタとなっており、電気絶縁材で作られ
たハウジング１１と、該ハウジング１１により支持されている中心端子１２そして外部端
子１３とを有している（図２（Ａ）参照）。本発明は、丸形コネクタに限定されず、他の
形態のコネクタにも適用可能である。
【００２２】
　コネクタ本体１０のハウジング１１は、図３に見られるように、前部に、相手コネクタ
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（図示せず）を受け入れるために前方に開口せる嵌合口１４が、そして図２（Ｂ）に見ら
れるように後部には、底部で回路基板Ｐ上に配される取付面１５がそれぞれ形成されてい
る。上記嵌合口１４は、円筒状内周面を有し、該嵌合口１４の軸線上の位置に、中心端子
１２のピン状の接触部１２Ａが配されており、その側方、すなわち上記軸線から半径方向
に離れた位置に外部端子１３の平板状の接触部１３Ａが配されている。該接触部１３Ａは
上記半径方向に可撓性を有しており、相手コネクタの対応外部端子に対して撓むことによ
り弾性接触するようになっている。上記中心端子１２そして外部端子１３は、それぞれ接
触部１２Ａそして接触部１３Ａとは反対側端部に接続部（図示せず）を有し、いずれの接
続部もハウジング１１の底面たる取付面１５から延出していて回路基板Ｐの対応回路部と
電気的に接続可能となっている。
【００２３】
　上記ハウジング１１は、全体として略直方体の外形をなし図３によく見られるように、
その外面には、前端部に透光部材２０の取付けのための前面取付部１６を、中間部に案内
係止部１７を有している。
【００２４】
　前面取付部１６は、取付対象たる透光部材２０の対応嵌合凹部の内周面に適合する取付
外周面１６Ａと、該透光部材２０の上記対応嵌合凹部の当接底面に接面する当接前面１６
Ｂとを有している。上記取付外周面１６Ａは、ハウジング１１の略直方体外形に沿った直
状面の部分と嵌合口１４に沿った円弧状面の部分とを有している。上記取付外周面１６Ａ
の形状は、このような直状面の部分と円弧面の部分とを有する必要はなく、他の形状をな
すようにしてもよい。図示した形状は、取付対象の透光部材２０の後述する外形状に沿っ
て形成された嵌合凹部に適合するようにされた好適な形状とされている。一方、当接前面
１６Ｂは、図３において、前方から見て右部と左部とで段差をもった平面となっている。
当接前面右部１６Ｂ－１は当接前面左部１６Ｂ－２よりも一段没した面をなしている。当
接前面１６Ｂは、透光部材２０を後方に向けてコネクタ本体１０に嵌合取付けする際の位
置決めの機能も果たす。
【００２５】
　ハウジング１１は、前後方向で中間部における両側の側面に、前後方向に延びる突条の
案内係止部１７を有し、該案内係止部１７の後端に突起状の係止部１７Ａを有している。
上記案内係止部１７は、相手方たる透光部材の蟻溝形状の被案内溝に適合するように、突
出方向に向け上下方向幅を広げるように形成されたテーパ面１７Ｂを上下縁に有している
。上記係止部１７Ａは、前方に向けて突出量を減ずるテーパ面１７Ａ－１と、ハウジング
１１の側面に対して直角な後面１７Ａ－２とを有した突起状となっている。
【００２６】
　ハウジング１１の後端部には両側方に突出するフランジ部１９が設けられており、該フ
ランジ部１９の下部からは前方に延出する受圧部１８が形成されている。該受圧部１８は
、コネクタが取り付けられた回路基板を使用機器に取り付ける際に、該機器の筐体から下
方に向けた押圧力を受けて端子の接続部を回路基板に十分な接圧で接続せしめるために、
上記押圧力を受ける部分として機能する。さらに、フランジ部１９の側面には、コネクタ
が使用機器に取り付けられる際に、機器の筐体と係止する係止突起１９Ａが設けられてい
る。
【００２７】
　透光部材２０は、プラスチック等の透光性を有する材料から、例えばモールド成形によ
って作られる。該透光部材２０は、前方から見た斜視図である図３、そして後方から見た
斜視図である図４にも見られるように、外形がアーチ状の導光部２１と、該導光部２１の
前面から前方へ突出する環状の嵌合部２２と、上記導光部２１の両側部から後方へ延びる
腕状の被案内部２３とを有している。上記嵌合部２２は、図示の例では円形であるが、こ
れに限定されず楕円形、四角形あるいは多角形でもよい。
【００２８】
　上記導光部２１は、図４に見られるように、前壁部２４と該前壁部２４の主として上縁
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から後方に張り出すアーチ部２５とを有している。前壁部２４は、後述の導入口３０が前
後に貫通して形成されており、前方から見た外形は上記アーチ部２５と一致しており、そ
の前面２４Ａは平坦面をなしているが背面には、上記導入口３０のまわりに上記コネクタ
本体１０の前面取付部１６（すなわち、取付外周面１６Ａ及び当接前面１６Ｂ）に対し嵌
合する形状の凹部２４Ｂが後方に向け開口して形成されている。したがって、該凹部２４
Ｂの内周面が上記取付外周面１６Ａに適合し、該凹部２４Ｂの底面が当接前面１６Ｂと適
合する形状となっている。上記アーチ部２５の上面２５Ａは、前方から見たときに、図３
において、環状の嵌合部２２の半径方向で、該嵌合部２２との距離を最大とする右下の入
光部２６から上方に向けて立ち上がり、周方向先方に向けて次第に該距離を小さくするよ
うに屈曲して傾斜して多角形状をなし、最上位置では、上記嵌合部２２の頂部に接するよ
うになり、そのまま周方向先方（左方）に向け水平方向に延びる水平上部２７を形成し、
しかる後、斜面部を経て左側面部２８に至る。上記多角形状はこれに内接する曲線は、周
方向先方（上方）に向けて曲率半径を小さくしている形状となる。あるいは、多角形状と
せずに、この曲線によって外面を曲面としてもよい。上記アーチ部２５は、図４からも判
るように、壁厚（上記半径方向での壁の厚さ）が上記入光部２６の最下位置で最大厚さと
なっており、上記頂部に向けて次第に肉薄となり、該頂部から左側面部２８へはほぼ同じ
厚さとなっている。一方、上記アーチ部２５の幅（前後方向の寸法）も、上記入光部２６
の最下位置で最大幅となっており、上記頂部に向け次第に幅を小さくし、該頂部から左側
面部２８へはまた次第に大きな幅となっている。
【００２９】
　上記アーチ部２５の上面２５Ａは、図２（Ｂ）そして図４に見られるように、後縁側に
前傾せる段状の複数の前傾斜面部２５Ｂ（２５Ｂ－１～４）を有しており、これら複数の
前傾斜面部２５Ｂ－１～４は最上の前傾斜面部２５Ｂ－１の前傾角が最大で下位の前傾斜
面部２５Ｂ－２，３，４に向けて前傾角が小さくなっている。
【００３０】
　上記アーチ部２５の入光部２６は、下面側に下方そして後方に開放された切欠き空間２
９が形成されていて、コネクタ１が回路基板Ｐ上に配されたときに、該回路基板Ｐ上に配
置されている発光体Ｑを切欠き空間２９に収容する（図２参照）。
【００３１】
　上記アーチ部２５及び前壁部２４とから成る導光部２１の斜面部２５Ｂを含む上面２５
Ａは反射面を形成し、上記発光体Ｑから発せられた光が上記入光部２６の下面たる入光面
２６Ａから該入光部２６へ入光して導光部２１の材料内を透光して周方向先方（上方）へ
進行して、上記反射面たる上記上面２５Ａで反射されてさらに進行する。反射面、すなわ
ち上記導光部２１の上面２５Ａは、既述のように多角形の一部をなす形状の面をなしてい
るので、光は各面で反射されて屈曲しつつ環状の嵌合部２２のまわりに沿って進行する。
その際、上記アーチ部２５は、その壁厚そして幅が、すなわち、導光部２１における透光
域断面積がその進行方向に次第に小さくなっており、光は拡散することなく集光されて左
側面部２８に向けて導光される。さらに、光は、上記嵌合部２２のまわりに沿って進行し
つつ、前傾斜面部２５Ｂにて反射されて前方への成分をもって進行する。
【００３２】
　上記アーチ部２５の前面側に形成された嵌合部２２は、環状をなし前方へ突出している
。該嵌合部２２には、コネクタ１に嵌合接続される相手コネクタ（プラグコネクタ）を導
入案内する導入口３０が形成されている。この導入口３０は、コネクタ本体１０の嵌合口
１４と中心軸線を共通とし同径もしくは大きな径に作られている。この嵌合部２２の前面
２２Ａと上記前壁部２４の前面２４Ａは、上述の前方に向う光の発光面を形成するように
なる。
【００３３】
　導光部２１の両側部から後方へ延びる腕状の被案内部２３は、図２ないし図４に見られ
るように、平板状をなし、後部には貫通した係止孔３１が形成されている。さらに、上記
被案内部２３はその内面に前後に延びる被案内溝３２が形成されており、上記係止孔３１
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は該被案内溝３２の領域内に位置している。該被案内溝３２は、前後方向にて上記係止孔
３１が形成されている範囲を除き、前方に向け溝幅（上下方向溝寸法）を小さくするテー
パ状をなしていると共に、その溝上下縁は溝底に向け溝幅を大きくしている蟻溝形状をな
している。この被案内溝３２はコネクタ本体１０の案内係止部１７に嵌合案内されるよう
になっており、該被案内溝３２の溝幅は嵌合当初は遊嵌状態であり、所定位置まで嵌合案
内されたときに締まり嵌めされる寸法となっている。平板腕状の被案内部２３はその板厚
方向に可撓であり、上記所定位置まで嵌合案内されたときには、上記係止孔３１の後縁側
が突起状の係止部１７Ａを乗り越えて、該係止孔３１と係止部１７Ａが前後方向で互いに
係止し合う。
【００３４】
　このように構成された本実施形態の発光電気コネクタは、次の要領で組み立てられそし
て使用される。
【００３５】
　先ず、ハウジング１１に中心端子１２そして外部端子１３が保持されて形成されたコネ
クタ本体１０に透光部材２０を組み付ける。透光部材２０の腕状の被案内部２３に形成さ
れた被案内溝３２の後部がハウジング１１の突条の案内係止部１７の前部にくるように位
置せしめた後、上記透光部材２０を後方へ移動させる。被案内溝３２が案内係止部１７に
案内され進むと、被案内溝３２が前方に向け幅狭となっているので、被案内溝３２は上下
方向での位置が定まると共に締め嵌め状態となって所定位置に至る。この所定位置で、透
光部材２０の被案内部２３に形成されている係止孔３１がハウジング１１の突起状の係止
部１７Ａと係止して抜けが防止される。
【００３６】
　上記所定位置では、透光部材２０の背面側に形成された凹部２４Ｂがコネクタ本体１０
の前面取付部１６に嵌合して、透光部材２０の導入口３０がコネクタ本体１０の嵌合口１
４と連通する。
【００３７】
　次に、このようにして得られた発光電気コネクタ１を回路基板Ｐ上の定められた位置へ
配置する。回路基板Ｐ上には発光体Ｑが配設されており、コネクタ１の透光部材２０の切
欠き空間２９内にこの発光体Ｑが収まる。使用状態では、この発光体Ｑは、回路基板Ｐの
電源回路から電力を受けて発光する。
【００３８】
　発光体Ｑから発せられた光は、透光部材２０の入光部２６の下面である入光面２６Ａか
ら入光し該透光部材２０の材料内を透光し導光部２１内を周方向先方（上方）に向け進行
する。導光部２１のうちアーチ部２５は、壁厚（半径方向での壁の厚さ）と前後方向での
幅がいずれも光の進行方向に向け次第に小さくなっていて光の透光面積が同様に小さくな
るので光は進行方向に向け集光される。また、導光部２１は反射面たるアーチ部２５の上
面２５Ａが環状の嵌合部２２の周囲に沿って形成されているため、光は上記上面２５Ａで
反射されつつ左側面部２８へ向け進行する。これと同時に、上記上面２５Ａの後縁側が前
傾斜面部２５Ｂをなしているので、光は左側面部２８へ向け上記嵌合部２２の周囲に沿っ
て進行しながら上記前傾斜面部２５Ｂで前方へ向け反射される。その結果、嵌合部２２の
発光面たる前面２２Ａには、周方向で広い範囲に光が到達しここで発光する。したがって
、暗所で上記嵌合部２２はその環状形状が正確に視認でき、コネクタの存在位置のみなら
ず、その嵌合位置を示すこととなる。
【符号の説明】
【００３９】
　１　発光電気コネクタ　　　　　　　　　　　２５Ａ　反射面（上面）
　１０　コネクタ本体　　　　　　　　　　　　２５Ｂ　反射面（前傾斜面）
　１２，１３　端子　　　　　　　　　　　　　２６Ａ　入光面
　１４　嵌合口　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　回路基板
　２０　透光部材　　　　　　　　　　　　　　Ｑ　発光体
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　２４Ａ　前面

　

【図１】 【図２】
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